
   

「松戸市立中学校標準服（制服）のあり方」の検討について 

現状（全中学校） 
 

 

 

 

 

社会的要因・中学校アンケートの意見 

                  社会の要請（ＳＤＧｓ等） 

児童生徒の困り感（あらゆる多様性への対応） 

気候の変動に対応する調節機能 

                  保護者負担の軽減 

松戸市教育委員会 
 

 

 

 

 

 

 

多様性の理解 と 人権意識の向上 

・小中学生検討会（こどもモニター） 

・保護者を交えた懇談会 

・展示会 

・教育委員会内検討会 

          などの開催 

・全学校から抽出での 

児童生徒アンケート 

・保護者アンケート 

 

の実施 

 

男子 詰襟 

女子 セーラー服 

 

校内服 

（ジャージ等） 

登下校・行事・式典 学校生活時 

検討の視点 

 

 

 

 

 

 

令和２年度 以前 

令和３年度 

・児童生徒のニーズを踏まえる 

・保護者のニーズを踏まえる 

・多様性の理解を図る 

・人権意識の向上を図る 

・地域の特性を考慮する 

令和５年度～ 

令和４年度 

 各中学校で検討 

新たな学校教育環境の形成 
（各中学校でそれぞれのあり方での標準服） 

校内服 

伝統的な標準服

（制服） 

自由服 

新しい視点の 

標準服（制服） 


